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20歳になってからの契約は慎重に！

　娘が、駅前で声をかけられ、美顔器と化粧品

を契約してしまった。近々オープン予定のエス

テティックサロンのアンケートに答えてほしいと誘

われ、肌のチェックをされたあと契約させられたよ

うだ。金額も40万円と高額であり、本人も後悔して

いるので解約したい。

　今回の相談をいろいろな角度から考えてみま

しょう。

①娘が未成年者だった場合　

　未成年者取り消しができます。親権者、本人、ど

ちらからも、文書を出して取り消すことができます。

商品は開封したものも含めて、そのまま着払いで返

送することができます。

②娘が20歳を過ぎていた場合　

　契約から８日以内であれば、クーリングオフがで

き、無条件に解約することができます。商品は着払

いで返送します。ただし、開封した商品は返品でき

ません。契約から８日を過ぎたときは、販売方法や、

商品に問題がないかを考え、業者と交渉していくこ

とになります。無条件に解約することはできないた

め解約はかなり難しくなります。　

　実際の相談事例では娘は19歳の未成年者だったため、

①で対応しました。

　20歳になると自分が行った契約に責任が求められ

ます。たとえ、あなたが契約に対しよく理解してい

なかったり、自己責任を意識していなくても、そう

いうことに関係なく成人としての責任を追及される

ことになります。

　当センターに寄せられる相談の多くは、契約をし

てしまったけれど、解約したいというものです。契

約が成立すると、一方的に解除することはできませ

ん。契約して悩むより、契約する前にこそ悩むべき

なのです。

　さあ、その契約、本当に今必要なものですか？


